
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,589人     
女性   16,255人    
合計   30,844人    
世帯   13,321世帯

(＋8）
(＋15）
(＋23）
(＋14）

人の動き
 （Ｈ29.7.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   10 月2日月    口座振替  9 月 25 日月

国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 3 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 3 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）        第 3 期

　伊予高等学校では、地元松前町の伝統行事を受け継ご
うと毎年、1年生全員で「はんぎり講習会」を本校のプール
で実施しています。
　最初に、松前町役場の福桝正成さんが「腕を使いがちで
すが、腕は添えるだけでいいんです。あとは屈伸です」とコ
ツを教えてくれ、とても上手に力強くはんぎりを漕ぎ、たく
さんの拍手が送られました。続いて、各クラスの代表生徒
が「はんぎり」を体験し、その難しさや楽しさを実感するこ
とができました。
　初めに挑戦したのは、103ＨＲの濱田くん。彼は、はんぎ
りをするのは初めてらしく、その場でクルクル回っているよ
うな感じでしたが、プールの反対側までなんとかたどり着
くことができ、歓声があがりました。次々に生徒は挑戦して
いきましたが、途中ではんぎりの桶から落ちてしまう人や、
ぶつかり合ってあたふたしている人もいて、体験している人
も見ている人も笑顔が絶えませんでした。運動があまり得

意でない人も、コツさえ覚えればできるということで、これ
が、はんぎりの面白いところだと僕は思います。
　地域の伝統行事は楽しい。はんぎりは今でも、松前町内で
伝統行事として受け継がれ、年に一度、塩屋海岸で行われて
います。多くの人に楽しんでもらいたいものです。
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Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、町の伝統行事を受け継ぐため
行った「はんぎり講習会」について紹介します。

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎985-4132)に連絡を。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◉PROFILE
さわだ・ひろかず　会社員。趣味はスポーツ観戦。松山市出身
さわだ・のぞみ　  会社員。趣味はバレーとスポーツ観戦。西予市出身
さわだ・きすい　サッカー、ピアノと英語を頑張っている。小 2

　西古泉に住む澤田さんファミリー。家族3人で助け合い、
一緒に過ごす時間を大切にする仲良し家族です。
　仕事の帰りが遅い裕一さん。「家事や育児をきちんとしてく
れて、仕事に専念できています」と、のぞみさんに対して感謝
の気持ちを話します。すると、希粋くんも「夕方、仕事から帰っ
た後も、僕が寝た後も家のことをしてくれる『頼れるお母さん』
です」と、のぞみさんを見てにっこり。お母さんを助けようと、
希粋くんも進んで料理や洗濯ものたたみを手伝っています。
　休日になれば、「計画を立てて、家族をいろいろなところへ
連れて行ってくれる」のが、裕一さんです。今年の夏は、野村
納涼花火大会、流しそうめんやプールなど、さまざまな場所
に出掛けました。そして、まだ残っている大きなイベントが大
阪への旅行です。「吉本新喜劇を見に行きます」とほほ笑む希
粋くん。すると、裕一さんは「勉強がてら公共交通機関で行く
のもいいな」と話し、のぞみさんは「水族館にも行けたらいい
ね」と笑って―。また一つ、澤田さんファミリーの楽しい思い
出が増えそうです。
　次回は、のぞみさんのお友達で、家族ぐるみで仲良しの欄
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幸さん＝筒井＝ファミリーをご紹介します。

澤田裕一さん　 のぞみさん   希粋くん
（西古泉）

家 族 の き ず な

学校自慢編

　松前小学校6年生の大星結珠ちゃん。2年生のころから始め
たソフトテニスを頑張っています。
　「お兄ちゃんがソフトテニスをしている姿を見て、楽しそうだ
と思ったから」と、始めたきっかけを話す結珠ちゃん。「初めは
思ったように打てなかったけれど、自分や友達がポイントを取っ
て試合に勝てるとうれしくて」と、頑張り続ける理由を話します。
　現在、結珠ちゃんはダブルスをメインに週5回の練習に励ん
でいます。前衛を守っていますが、ボールが間近を通っていくこ
とも多く、恐怖心を感じて思うようにプレイできないことがあり
ました。でも、「前衛がボールを怖がっていたら、ボールは取れ
ない」と奮起した結珠ちゃん。「 2人が重ならないように声掛け
をしたり、個人でも打点を前にしたりしています」と話すように
努力を重ねた結果、全日本小学生ソフトテニス大会の県予選で
優勝し、全国大会への切符を手に入れました。
　「まずは1勝を目指して、それから勝ち進めたい」と力強く話
す結珠ちゃん。その活躍に目が離せません。

Kids 松前小 6年・南黒田         大
おおぼし

星　結
ゆ ず

珠 ちゃん   
ソフトテニスで全国大会に出場頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

伊予高等学校（写真左から）

東浩樹 さん  高松航大 さん  埜下友 さん  塚野博士 さん
Azuma Hiroki  Takamatsu Kodai   Nonoshita Tomo  Tsukano Hiroshi
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